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石橋ローリング健康センター 佐藤 裕紀  栃木県下都賀郡石橋町下古山453 ℡0285-51-0061    

石橋ローリング健康センターの佐藤です。お陰さまで開業して4周年を迎える事が出来ました。

開業当初は聞き慣れない治療名に半信半疑でいらっしゃる患者さんばかりでしたが、最近では

地域の方はもとより県外の方も通院して下さるまでになりました。当院では患者さんの改善はも

ちろん、日々のストレスを解消し少しでもリラックスして頂ける治療院を目指しております。 

 

天王寺ローリング健康センター勤務 丹野 泰男  大阪市天王寺区堀越町11-5 ℡06-6776-4911            

東京から大阪に来てもう 2 年が経ちます。大阪の生活にもようやく少し慣れ始めてきました。ま

だ色々と分からない事が多く、完全に関西に馴染めているという状態ではありませんが･･･。 

ローリングの方は、京都にある『レイク』と云うリゾート地と大阪の天王寺の治療院の二つを行き

来している状態です。最初は大阪スタイルのローリングにする為色々と大変でしたが、何とか

形だけは追いついてきた感じです。レイクでは全て一人でやる実戦の場なので東京で習った事

が最初からかなり役に立っています。一人でやる楽しさ・難しさ、東京のやり方・大阪のやり方、

自分に出来ること・出来ないこと、数をこなせばこなしただけ理解出来ること・分からない事･･･

など、少しずつではありますが色々な事が分かってきました。まだ考えながらやっている部分

がありますが、今は自分が出来ることを頑張って行こうと思っています。ローリングだけでなく

東京で学んだこと・大阪で学ぶこと、まだまだたくさんあると思いますが、自分の中で消化して

いき自分の形が出来ていける様に努力していきたいです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

               
 
 

       

  

                         

 

 
 

頭
痛
の
最
大
の
原
因
で
す
。
肩
の
骨
の
異 

 
 

 

常
、
な
で
肩
（
鎖
骨
低
位
）、
直
頚
椎
、 

逆
湾
曲
椎
な
ど
も
引
き
金
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
最
近
、
枕
を
山
の
よ
う
に
積
ん
で 

寝
て
い
る
方
も
多
い
と
聞
き
ま
す
が
、
枕 

の
高
さ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
一
般
で 

は
、
高
す
ぎ
る
の
は
良
く
な
い
と
言
わ
れ 

て
い
ま
す
。 

緊
張
性
頭
痛
は
、
ま
ず
「
筋
肉
が
凝
っ
て 

血
行
が
悪
く
な
る
」
↓
「
疲
労
物
質
が
筋 

肉
に
溜
ま
る
」
↓
「
首
筋
・肩
こ
り
が
ひ 

ど
く
な
っ
て
痛
む
」
↓
「
頭
痛
の
発
生
」 

と
い
う
順
で
起
こ
り
ま
す
。 

 

姿
勢
が
大
切
な
の
は
前
述
し
ま
し
た
が
、 

頭
は
重
い
の
で
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ど
に 

 

代
表
さ
れ
る
日
常
動
作
の
中
で
は
、
つ
い 

つ
い
俯
き
加
減
の
姿
勢
を
取
り
が
ち
で 

す
。
こ
れ
を
う
つ
む
き
症
候
群
と
も
言
い 

ま
す
。
前
傾
の
姿
勢
で
は
、
首
筋
に
５
倍 

も
の
負
荷
が
掛
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま 

す
。
４
㎏
の
５
倍
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
負 

担
の
大
き
さ
は
容
易
に
想
像
が
つ
き
ま
す
。 

 

対
処
法
と
し
て
は
、
姿
勢
を
正
し
く
保
つ
、
首
筋
・ 

 

肩
等
の
運
動
を
す
る
、
入
浴
し
て
温
め
る
、
ロ
ー 

リ
ン
グ
を
す
る
、
枕
の
高
さ
な
ど
の
調
整
を
す
る
、  

等
々
。
手
を
尽
く
し
て
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、 

最
後
の
手
段
と
し
て
薬
に
頼
る
、
と
い
う
具
合
で 

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

で
は
、
ど
う
し
た
ら
緊
張
性
頭
痛
を
防
げ
る
の
で 

し
ょ
う
か
。 

こ
こ
で
ロ
ー
リ
ン
グ
療 

法
の
出
番
で
す
。
緊
張
性 

 

頭
痛
の
解
消
に
は
、
筋
肉 

を
ほ
ぐ
せ
ば
良
い
の
で 

 

す
。
ビ
ュ
ー
テ
ィ
な
ど
の 

ロ
ー
リ
ン
グ
器
で
、
首
筋 

の
後
ろ
の
肩
甲
挙
筋
や
、 

僧
帽
筋
な
ど
を
ロ
ー
リ 

ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ 

て
、
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ
楽
に 

な
り
ま
す
。 

 

【二
種
類
の
頭
痛
の
比
較
】 

前
号
で
お
話
し
た
片
頭
痛
と
、
今
回
の
緊
張
性
頭 

痛
と
で
は
、
異
な
る
点
が
多
く
有
り
ま
す
。
こ
こ 

で
は
、
片
頭
痛
と
緊
張
性
頭
痛
の
違
い
を
下
段
の 

表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

実
際
に
は
、
両
方
の
頭
痛
を
併
発
し
て
持
っ
て
い 

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状 

を
良
く
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
適
切
な
対
処
が
出 

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

片
頭
痛
の
場
合
、
患
部
へ
の
直
接
的
な
ロ
ー
リ
ン

グ
は
か
え
っ
て
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
恐
れ

が
強
く
、
末
梢
な
ど
遠
く
か
ら
ロ
ー
リ
ン
グ

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。 

 

そ
れ
に
対
し
、
緊
張
型
頭
痛
で
は
、
首
筋

や
肩
な
ど
辛
い
と
こ
ろ
を
直
接
ロ
ー
リ
ン

グ
す
る
こ
と
で
、
症
状
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
違
い
は
、
頭
痛
に
対
し
て
適
切

に
対
処
す
る
為
に
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で

す
。
暖
め
る
べ
き
か
冷
や
す
べ
き
か
、
ロ
ー

リ
ン
グ
を
し
た
方
が
良
い
の
か
、
安
静
に
す

べ
き
な
の
か･･･

な
ど
。
ま
ず
は
頭
痛
の
症

状
を
見
極
め
、
状
態
に
合
わ
せ
た
対
処
を
す

る
よ
う
気
を
付
け
て
下
さ
い
。 

 

※
今
回
は
、
群
発
性
頭
痛
も
取
り
上
げ
る
予

定
で
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
次
回

に
繰
り
越
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
次
回
は
、
群

発
性
頭
痛
を
取
り
上
げ
、
更
に
、
頭
痛
全
般

の
ま
と
め
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

(

蓑
原 

誠
） 

 

   

 

人
間
の
体
の
６
０
〜
７
０
％
は
水
で
出
来
て
い
ま
す
。
そ
の
内
の
７

０
％
は
約
６
０
兆
個
あ
る
細
胞
の
中
に
あ
り
ま
す
。
残
り
の
３
０
％
は

細
胞
外
の
組
織
液
や
血
液
に
含
ま
れ
ま
す
。 

細
胞
は
水
が
無
い
と
、
全
く
機
能
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

そ
の
水
分
量
が
１
０
％
で
も
少
な
く
な
る
と
生
命
維
持
に
支
障
が
出
て

き
ま
す
。
例
え
ば
、
体
重
の
２
％
の
水
分
減
少
で
、
強
い
喉
の
渇
き
、

８
％
で
め
ま
い
や
息
苦
し
さ
、
呼
吸
数
の
増
加
、
２
０
％
以
上
減
少
す

る
と
、
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

人
間
の
水
分
量
を
年
齢
別
に
す
る
と
、
乳
児
で
約
８
０
％
、
子
供
で

約
７
５
％
、
成
人
男
性
で
約
６
０
％
、
老
人
に
な
る
と
約
５
０
％
と
な

り
、
加
齢
と
と
も
に
体
の
水
分
量
は
減
少
し
、
細
胞
活
動
が
鈍
く
な
り
、

老
化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
体
内
の
水
分
量
は
、
男
性
、
女
性
、
痩
せ
て
い
る
人
、
太
っ

て
い
る
人
で
も
異
な
り
ま
す
。
成
人
男
性
で
、
約
６
０
％
あ
る
の
に
対

し
、
成
人
女
性
は
約
５
０
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
男
性
よ
り

女
性
の
方
が
脂
肪
が
多
い
為
で
す
。
脂
肪
は
分
解
さ
れ
る
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
水
に
な
る
の
で
、
女
性
は
水
分
を
、
脂
肪
と
言
う
形
で
か
ら
だ
の

中
に
貯
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
と
同
じ
理
由
で
、
太
っ
て
い
る
人
も
、

脂
肪
が
多
い
分
、
水
分
量
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
痩
せ
て
い
る
成
人
男

性
で
、
約
６
５
％
、
太
っ
て
い
る
成
人
男
性
で
約
５
０
％
と
差
が
あ
り

ま
す
。 

 

か
ら
だ
の
部
分
別
に
水
分
量
を
見
た
場
合
、
皮
膚:

約
７
２
％
、
筋
肉:

約
７
５
％
、
骨:

約
２
２
％
、
脳:
約
７
５
％
、
心
臓:

約
７
９
％
、
そ
の
他

の
臓
器
に
も
約
６
８
％
か
ら
８
３
％
の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ロ

ー
リ
ン
グ
療
法
で
も
重
要
な
血
液
の
場
合
は
、
約
８
３
％
が
水
分
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
量
の
水
分
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
血
管
を
流
れ 

て
栄
養
分
や
酸
素
を
体
の
隅
々
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
重
要
な
水
分
を
、
人
は
食
べ
物
や
飲
み
物
か
ら
毎
日
補

給
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
汗
や
、
尿
、
便
、
息
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
ら

だ
の
外
に
出
し
て
い
ま
す
。
汗
で
約
８
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
尿
で
約

１
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
便
が
約
１
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
息
で
約

３
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
１
日
に
合
計
約
２
．
５
リ
ッ
ト
ル
の
水
分
を

排
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を
補
う
だ
け
の
水
分
量
を
摂
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。
一
般
的
な
人
の
場
合
、
１
日
で
取
り
入
れ
る
水

分
は
、
飲
み
物
で
約
１
．
１
リ
ッ
ト
ル
、
食
べ
物
で
約
１
リ
ッ
ト
ル
、

取
り
入
れ
た
栄
養
分
（
炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
等
）
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
時
に
、
約
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
代
謝
水
と

言
わ
れ
る
水
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
様
に
し
て
、
水
の
収
支
を
合
わ
せ
、

生
き
て
い
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。 

 

ま
た
、
体
内
を
循
環
す
る
水
分
は
腎
臓
で
老
廃
物
を
ろ
過
さ
れ
て
、

き
れ
い
な
水
分
に
再
生
さ
れ
、
体
中
を
巡
り
ま
す
が
、
こ
の
量
は
、
１

日
で
１
８
０
リ
ッ
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。 

 

水
は
こ
の
他
に
も
、
食
べ
物
を
消
化
す
る
為
の
分
泌
液
や
、
消
化
さ

れ
た
栄
養
分
を
血
液
に
溶
か
し
体
の
隅
々
ま
で
運
ぶ
役
割
も
し
て
い
る

の
で
す
。
ま
た
、
汗
と
な
っ
て
、
体
温
を
一
定
に
保
つ
調
整
も
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
様
に
生
命
維
持
に
欠
か
せ
な
い
水
を
、
こ
れ
か
ら
汗
を
か
く
暑

い
時
期
に
は
特
に
意
識
し
て
補
給
す
る
よ
う
に
、
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

 

朝
目
覚
め
の
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
は
、
胃
腸
の
刺
激
に
な
り
、
働
き
を

活
発
に
し
ま
す
。
ま
た
、
水
を
積
極
的
に
摂
る
事
で
、
新
陳
代
謝
が
良

く
な
り
、
細
胞
も
元
気
に
な
り
、
病
気
に
な
り
に
く
い
身
体
に
な
り
ま

す
。
※
尚
、
病
気
で
水
分
摂
取
の
制
限
が
あ
る
方
等
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
実
行
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

ロ
ー
リ
ン
グ
療
法
を
受
け
た
後
に
も
、
水
分
を
摂
っ
て
頂
く
事
を
お

勧
め
し
ま
す
。
当
院
の
待
合
室
に
も
飲
料
水
を
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
水
野 

謙
治
） 

 

 片頭痛 緊張性頭痛 

痛む場所 主に側頭部 主に後頭部 

痛み方 
ズキンズキンと 

脈打つように 
締め付けられるように 

暖めると 痛みが増す 楽になる 

動かすと 痛みが増す あまり変わらない 

頭痛に伴う症状 
吐き気、嘔吐 

光や音に対する過敏化 
肩こり、めまい など 

症状の出る頻度 一ヶ月に2～3回 
毎日起こる場合もあれば、 

数日～数週間続く場合もある 

【緊
張
性
頭
痛
に
つ
い
て
】 

前
回
、
お
話
し
た
片
頭
痛
が
、
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン

と
脈
動
感
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
重
苦
し
く
締

め
付
け
ら
れ
る
感
じ
が
す
る
の
が
こ
の
頭
痛
で

す
。
日
本
人
に
最
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

が
こ
の
緊
張
性
頭
痛
で
す
。 

痛
み
始
め
も
終
わ
り
も
分
ら
ず
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と

続
き
、
仕
事
を
休
ん
だ
り
、
寝
込
む
程
で
は
な

い
の
で
、
頭
痛
を
気
に
し
な
が
ら
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
て
も
つ
ら
い
頭
痛
で
す
。

日
本
で
は
頭
重
感
と
い
い
、
頭
に
石
を
載
せ
ら

れ
て
い
る
、
鉢
巻
を
締
め
付
け
ら
れ
て
い
る
、

と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
の
が
こ
の
頭
痛
で

す
。 

●
緊
張
性
頭
痛
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
● 

・
痛
み
方
は
様
々
で
、
２
０~

３
０
分
で
終
わ
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
１
週
間
続
く
こ
と
も
あ
る 

・
天
気
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
雨
の
日
な
ど
に
症
状
が

起
こ
る
こ
と
が
多
い 

・
片
頭
痛
の
よ
う
に
発
作
的
で
は
な
く
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と

し
た
症
状
が
特
徴 

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
、
ご
自
分
の
頭
の
重

さ
と
い
う
も
の
を
、
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
頭
は
意
外
と
重
く
、
大
き
な
西
瓜
１
個
分
、

重
さ
に
し
て
約
４
㎏
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
う
つ
む
き
加
減
で
仕
事
を
し
た
り
す

る
と
、
頸
周
り
の
筋
肉
が
硬
く
な
る
の
で
す
。 

ま
た
、
最
近
で
は
、
歯
の
噛
合
わ
せ
に
よ
る

頭
痛
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
眼
精
疲
労
、

メ
ガ
ネ
の
圧
迫
、
な
ど
も
原
因
の
一
つ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

【緊
張
性
頭
痛
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
？
】 

主
な
原
因
は
、
仕
事
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
で
す
。

ス
ト
レ
ス
と
言
っ
て
も
、
身
体
的
ス
ト
レ
ス
と

精
神
的
ス
ト
レ
ス
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

■
精
神
的
ス
ト
レ
ス
■ 

緊
張
、
不
安
、
抑
鬱
な
ど
が
長
期
間
続
く
と
「
精

神
的
ス
ト
レ
ス
」
が
溜
ま
り
ま
す
。
す
る
と
、

神
経
や
筋
肉
の
緊
張
が
高
ま
り
、
痛
み
に
敏
感

と
な
り
、
頭
痛
が
起
こ
り
ま
す
。
あ
ま
り
根
を

詰
め
ず
、
適
度
に
休
憩
を
取
り
、
深
呼
吸
を
し

た
り
、
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て
、
心

身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

■
身
体
的
ス
ト
レ
ス
■ 

姿
勢
の
異
常
な
ど
筋
肉
へ
の
ス
ト
レ
ス
に
よ

り
、
頸
や
頭
の
周
り
を
取
り
巻
く
筋
肉
が
萎
縮

し
て
凝
り
固
ま
っ
た
結
果
、
重
圧
感
を
生
じ
ま

す
。
こ
の
種
の
頭
痛
は
、
一
日
中
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
用
す
る
よ
う
な
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の 

の
方
に
多
く
、
ま
た
、
姿
勢
の
悪
さ
も
緊
張
性 
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今
回
は
食
事
や
生
活
習
慣
か
ら
見
た 

体
脂
肪
に
つ
い
て
で
す
。 

 

■
脂
肪
の
し
く
み
に
つ
い
て
■

 

私
た
ち
は
通
常
、
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
食
べ
物
か
ら
摂

っ
て
い
ま
す
。
食
品
中
に
は
、
３
大
栄
養
素
と
言
わ
れ
る
「
糖
質
、
タ
ン

パ
ク
質
、
脂
質
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
体
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
、
体
内
で
無
駄
な
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
、
体
の
機
能
を
円
滑
に
行
な
え
る
よ
う
に
す
る
為

に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
（
無
機
質
）
が
必
要
で
す
。 

こ
れ
ら
３
大
栄
養
素
は
そ
れ
ぞ
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
が
、
中

で
も
最
も
分
解
さ
れ
や
す
く
、
主
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
働
く
の

が
糖
質
（
ブ
ド
ウ
糖
）
で
す
。 

ブ
ド
ウ
糖
は
、
デ
ン
プ
ン
や
砂
糖
と
し
て
体
内
に
入
り
、
胃
や
腸
で

消
化
酵
素
に
よ
り
ブ
ド
ウ
糖
に
分
解
さ
れ
、
小
腸
で
吸
収
さ
れ
血
管
内

に
入
り
ま
す
。
血
液
中
に
入
っ
た
ブ
ド
ウ
糖
を
血
糖
と
呼
び
ま
す
。 

こ
の
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
は
、
す
ぐ
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
、

ま
た
、
肝
臓
で
貯
蔵
ブ
ド
ウ
糖
（
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
）
に
作
り
変
え
ら
れ

ま
す
。
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
は
、
活
動
・
運
動
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

に
な
っ
た
時
に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
過
剰
摂
取
な
ど
で
グ
リ
コ
ー
ゲ

ン
に
な
り
き
れ
ず
余
っ
た
ブ
ド
ウ
糖
は
、
中
性
脂
肪
に
合
成
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
一
部
の
ブ
ド
ウ
糖
は
、
血
管
を
出
て
、
直
接
組
織
に
入
り
、

血
糖
を
下
げ
る
役
割
を
持
つ
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
に
よ
り
、
脂
肪
細
胞

に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
取
り
込
ま
れ
た
ブ
ド
ウ
糖
は
、
い
っ
た
ん
分
解

さ
れ
て
、
中
性
脂
肪
に
な
り
、
蓄
積
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
食
事
に
よ
り
摂
取
さ
れ
た
脂
肪
は
、
小
腸
で
分
解
酵
素
に
よ

り
脂
肪
酸
に
分
解
さ
れ
吸
収
さ
れ
ま
す
。
吸
収
さ
れ
た
脂
肪
酸
は
、
中

性
脂
肪
に
合
成
さ
れ
、
血
液
の
中
に
入
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
中
性

脂
肪
は
余
分
に
あ
る
と
、
酵
素
の
作
用
で
、
脂
肪
酸
に
分
解
さ
れ
、
脂

肪
組
織
に
取
り
込
ま
れ
、
再
び
中
性
脂
肪
に
合
成
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
が
、
体
脂
肪
の
蓄
え
ら
れ
る
大
ま
か
な
仕
組
み
で
す
。 

こ
の
様
に
脂
質
は
も
と
よ
り
、
糖
質
も
過
剰
に
摂
取
し
て
し
ま
う
と

中
性
脂
肪
と
い
う
形
に
な
り
、
体
内
に
蓄
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

■
食
事
に
つ
い
て
■

 

さ
て
、
体
脂
肪
増
加
の
原
因
は
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
回
り
、
そ
の
余
剰
分
が
体
内
に
溜
ま
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
？
食
べ
す
ぎ(

摂

取)

と
、
運
動
不
足(

消
費)

の
関
係
か
ら
、
整
理
し
て
考
え
て
見
ま
す
。 

《過
食
と
偏
り
》 

ま
ず
、
食
べ
過
ぎ
と
い
う
と
、
食
事
の
量
が
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
方
が

多
い
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。
食
事
よ
り
摂
取
さ
れ
、
作
り
出
さ
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
「
カ
ロ
リ
ー
」
と
い
う
単
位
で
表
さ
れ
ま
す
。
糖

質
と
タ
ン
パ
ク
質
１
ｇ
か
ら
は
「
４
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
」、
脂
肪
１
ｇ
か
ら

は
「
９
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
」
が
そ
れ
ぞ
れ
作
ら
れ
ま
す
。 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
食
品
、
特
に
脂
肪
分
の
多
い
も
の
は
、
糖
質
、
タ

ン
パ
ク
質
に
比
べ
、
約
２
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
の
で
、
同
じ
量
で

も
内
容
に
よ
っ
て
は
、
カ
ロ
リ
ー
過
剰
に
な
り
、
肥
満
に
な
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
質
の
中
で
も
、
甘
み
の
強
い
果
物
、
は
ち
み
つ
、

砂
糖
、
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
類
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
は
、
穀
類
に
比
べ
吸

収
が
早
く
、
取
り
過
ぎ
は
体
脂
肪
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

自
分
で
は
、
量
は
普
通
の
つ
も
り
で
も
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
次
第
で
、

カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
問
題
は
「
量
よ
り

質
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
ま
ず
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生

活
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。 

《１
日
き
ち
ん
と
３
食
》 

１
日
３
食
、
出
来
る
だ
け
決
ま
っ
た
時
間
に
規
則
正
し
く
食
事
を
摂

る
こ
と
が
理
想
で
す
。
特
に
、
食
事
の
間
隔
を
５
〜
６
時
間
く
ら
い
ず

つ
取
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
間
食
・
ド
カ
食
い
が
防
ぎ
や
す
く
な
り

ま
す
。 

一
日
の
食
事
の
回
数
を
減
ら
す
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
満
た
す
こ
と

は
出
来
て
も
、
食
品
の
種
類
が
減
り
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物

繊
維
な
ど
の
栄
養
素
が
不
足
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
事

抜
き
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
体
重
を
減
ら
す
こ
と
は
可
能
で
も
、
体
脂
肪

を
減
ら
す
こ
と
は
難
し
く
、
骨
や
筋
肉
の
量
を
減
ら
し
か
ね
な
い
、
リ

ス
ク
の
高
い
方
法
で
す
。
筋
肉
量
が
減
る
と
、
基
礎
代
謝
量
が
低
下
し
、

さ
ら
に
痩
せ
に
く
い
体
質
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
体
内
で
は
、「
次
に
い

つ
食
べ
ら
れ
る
か
分
ら
な
い
」
と
い
う
防
衛
反
応
が
働
き
、
消
化
・
吸

収
を
高
め
、
体
脂
肪
を
蓄
え
や
す
く
し
ま
す
。 

《朝
食
を
し
っ
か
り
》 

脳
は
ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
働
く
為
、
朝
食
を
し
っ
か

り
摂
る
事
で
、
脳
の
細
胞
が
活
性
化
し
ま
す
。
朝
食
は
多
少
多
め
で
も
、

日
中
の
活
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
る
の
で
、
体
脂
肪
は
溜
ま
り

に
く
い
の
で
す
。 

《寝
る
前
は
食
べ
な
い
》 

夕
食
は
出
来
る
だ
け
就
寝
３
時
間
前
く
ら
い
ま
で
に
済
ま
せ
る
の
が

ベ
ス
ト
で
す
。
活
動
と
休
息
を
司
る
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
就
寝

時
、
休
息
型
の
副
交
感
神
経
の
働
き
が
高
ま
り
、
消
化
管
な
ど
の
内
臓

の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
に
食
事
を
摂
る
と
、
栄
養
が
腸

か
ら
吸
収
さ
れ
や
す
く
、
同
時
に
脂
肪
の
合
成
も
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

仕
事
な
ど
の
事
情
で
、
ど
う
し
て
も
夕
食
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合

は
、
適
当
な
時
間
に
お
に
ぎ
り
な
ど
腹
持
ち
の
良
い
も
の
を
軽
く
つ
ま

み
、
夕
食
は
時
間
が
遅
く
な
る
ほ
ど
軽
く
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。
ま

た
そ
の
際
は
、
主
食
を
減
ら
し
、
お
か
ず
主
体
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
基
本
的
に
は
、
夜
食
な
ど
は
摂
ら
な
い
方
が
良
い
の
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
空
腹
に
耐
え
ら
れ
な
い
時
は
、
少
量
の
果
物
や
牛
乳
、

ま
た
は
と
こ
ろ
て
ん
な
ど
で
つ
な
ぐ
よ
う
、
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。 

《早
食
い
》 

脳
の
満
腹
中
枢
が
働
き
、
満
腹
に
な
っ
た
と
信
号
を
送
る
の
に
、
食

事
を
始
め
て
か
ら
約
２
０
〜
３
０
分
掛
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
か
き
込
む
よ
う
に
食
べ
る
よ
う
な
早
食
い
の
習

慣
の
人
は
、
ど
う
し
て
も
食
べ
過
ぎ
に
な
り
が
ち
で
す
。 

 

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
出
来
る
だ
け
食
事
を
良
く
噛
み
、
ゆ
っ
く
り
食

べ
る
習
慣
に
変
え
る
こ
と
で
す
。
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
腹

八
分
目
で
も
充
分
な
満
腹
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 ■
運
動
に
つ
い
て
■

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
し
て
の
運
動
に
つ
い
て
で
す
。 

体
脂
肪
を
減
ら
す
上
で
、
運
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
運
動
が
代
謝
を
活
発
に
し
て

体
脂
肪
を
増
え
に
く
く
す
る
理
由
と
は
何
で
し
ょ
う
？ 

《運
動
に
よ
っ
て
筋
肉
を
つ
け
る
と
、
基
礎
代
謝
量
が
増
え
る
》 

筋
肉
は
、
体
の
組
織
の
中
で
も
、
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
器
官

で
す
。
筋
肉
を
つ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
い
基
礎
代
謝
量
が
増
え
、
太
り

に
く
い
身
体
に
な
る
の
で
す
。 

《運
動
は
交
感
神
経
の
働
き
を
活
発
に
す
る
》 

交
感
神
経
の
働
き
が
活
発
に
な
る
と
、
血
中
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
増
え
、

体
脂
肪
が
燃
焼
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

《運
動
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
改
善
す
る
》 

イ
ン
ス
リ
ン
は
、
ブ
ド
ウ
糖
を
細
胞
内
に
送
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
活
用
さ
せ
た
り
、
脂
肪
細
胞
内
に
取
り
込
ま
せ
、
脂
肪
細
胞
中
で
脂

肪
の
合
成
を
活
発
に
す
る
働
き
も
し
ま
す
。 

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
と
は
、
血
糖
を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が

悪
い
状
態
で
す
。
こ
う
な
る
と
、
血
糖
を
下
げ
よ
う
と
膵
臓
か
ら
イ
ン

ス
リ
ン
が
た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
体
脂
肪
の
合
成
が
促

進
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
運
動
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
改
善
す
る

作
用
が
あ
り
、
こ
の
た
め
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
抑
え
ら
れ
、
体
脂
肪

の
合
成
も
緩
や
か
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
用
に
よ
り
、
体
脂
肪
が

溜
ま
り
に
く
く
な
っ
て
き
ま
す
。 

で
は
ど
の
よ
う
な
運
動
が
効
率
的
に
体
脂
肪
を
燃
焼
出
来
る
の
で
し

ょ
う
。
体
の
中
の
脂
肪
を
燃
や
す
為
に
は
、
た
く
さ
ん
の
酸
素
が
必
要

で
す
。
そ
の
酸
素
の
貯
蔵
量
の
多
い
赤
筋
は
、
酸
素
を
使
っ
て
血
液
中

の
脂
肪
や
体
脂
肪
を
燃
焼
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。 

脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
筋
を
使
う
有
酸
素
運
動
が
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
酸
素
運
動
に
よ
っ
て
全
身
へ
の
酸
素
の
補
給
が

高
ま
る
ほ
ど
、
脂
肪
は
効
率
よ
く
燃
焼
し
ま
す
。
し
か
し
、
脂
肪
が
燃

え
始
め
る
の
は
、
運
動
を
始
め
て
か
ら
２
０
分
以
上
経
っ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を
考
え
る
と
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
自
転
車
、
水
泳
な
ど
、
簡
単
に
出
来
て
長
時
間
行
な
え

る
も
の
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

始
め
か
ら
や
り
過
ぎ
は
か
え
っ
て
逆
効
果
に
な
り
ま
す
の
で
、
最
初

は
少
し
ず
つ
行
い
、
慣
れ
て
き
た
ら
時
間
や
運
動
量
を
増
や
す
と
良
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
動
に
は
、
心
肺
機
能
を
丈
夫
に
す
る
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。 

日
常
生
活
の
中
で
も
、
通
勤
や
外
出
時
は
、
な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に

し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
を
使
わ
ず
に
階
段
を
利
用
す
る
よ
う
に
す

る
な
ど
心
掛
け
、
こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す

よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
食
生
活
に
気
を
つ
け
、
運
動
で
筋
肉
を
つ

け
る
こ
と
で
基
礎
代
謝
量
を
上
げ
、
体
脂
肪
を
燃
え
や
す
い
身
体
に
す

る
こ
と
で
、
体
脂
肪
を
減
ら
し
や
す
い
身
体
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
あ

せ
ら
ず
、
自
分
の
体
力
を
自
覚
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理
の
無
い
運

動
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

（
石
川 

光
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ガ
ン
と
免
疫
② 

 

前
回
お
話
し
た
と
お
り
我
々
の
体
に
は
毎
日
が
ん
細
胞
が
出
来
て
お

り
、
か
ら
だ
の
免
疫
力
に
よ
り
排
除
し
て
い
ま
す
。
不
幸
な
こ
と
に
排

除
し
き
れ
ず
、
一
般
的
に
言
わ
れ
る
「
癌
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

ど
の
よ
う
な
治
療
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。
非
常
に
大
雑
把
な
言
い
方
で

す
が
、
そ
の
選
択
肢
毎
に
以
下
の
様
に
な
り
ま
す
。 

第
１
選
択
は
、
手
術
に
な
り
ま
す
。
と
に
か
く
悪
い
と
こ
ろ
を
切
り

取
り
、
他
の
部
位
へ
転
移
が
な
け
れ
ば
そ
れ
で
完
治
と
な
り
ま
す
。 

第
２
の
選
択
は
、
抗
が
ん
剤
に
な
り
ま
す
。
手
術
で
取
り
き
れ
な
か

っ
た
り
、
転
移
の
可
能
性
が
あ
っ
た
り
、
手
術
が
出
来
な
い
様
な
場
合

に
行
わ
れ
ま
す
。 

第
３
の
選
択
は
放
射
線
治
療
に
な
り
ま
す
。様
々
な
放
射
線
を
利
用
し

て
が
ん
細
胞
を
叩
き
ま
す
。 

 

第
４
の
選
択
は
免
疫
療
法
に
な
る
の
で
は
、
と
個
人
的
に
は
思
い
ま

す
。
た
だ
し
免
疫
療
法
と
い
っ
て
も
沢
山
の
種
類
が
あ
り
、「
こ
れ
が
免

疫
療
法
」
と
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
部
分
は
次
回
に
で
も
詳
し
く

ご
説
明
し
ま
す
。 

前
述
の
他
に
も
、
巷
に
は
様
々
な
が
ん
治
療
が
あ
り
、
試
み
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
何
よ
り
も
一
番
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
早
期
発
見
の
方
法
は
定
期
的
な
健
康
診
断
に
な
り
ま
す
が
、

全
て
の
部
位
の
検
診
は
か
な
り
大
変
で
す
。
そ
こ
で
最
近
で
は
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
（
ふ
る
い
わ
け
）
と
し
て
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
を
利
用
す
る
健
康

診
断
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は
血
液
だ
け
で
調
べ
ら
れ

ま
す
し
、
体
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
全
身
の
ガ
ン
検
査
に
も
な
り
、
大

変
便
利
な
検
査
方
法
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
約
３
０
種
類
程
が
検
査

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
図
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
腫
瘍
マ
ー
カ

ー
の
種
類
と
そ
の
対
応
部
位
の
一
覧
で
す
。 

 

た
だ
し
マ
ー
カ
ー
だ
け
で
癌
を
診
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最

初
に
述
べ
た
通
り
、
あ
く
ま
で
も
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
で
あ
り
、

異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
他
の
検
査
を
再
度
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 も

う
一
つ
、
全
体
的
な
が
ん
検
査
法
と
し
て
最
近
注
目
を
集
め
て
い

る
の
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
は
「
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
装
置
」

の
意
味
で
、
が
ん
細
胞
が
糖
分
を
多
く
消
費
す
る
性
質
を
利
用
し
、
ブ

ド
ウ
糖
と
放
射
性
物
質
を
混
ぜ
た
特
殊
な
薬
剤
を
注
射
し
て
、
放
射
線

を
感
知
す
る
こ
と
で
、
ガ
ン
を
発
見
し
ま
す
。
体
の
一
部
を
除
い
て
全

身
の
が
ん
検
査
が
出
来
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
※
こ
の
度
、
当
院
で

も
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
受
診
病
院
を
ご
紹
介
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

両
方
の
検
査
と
も
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
苦
痛
が
な
く
、
臓
器

ご
と
の
検
査
を
し
な
く
て
す
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
現
代
医
学
は
ガ
ン
に
関
し
て
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
前
々
回
の
項
で
述
べ
た
と
お
り
、
近
年
ガ
ン
は

増
え
続
け
、
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
を
独
走
中
で
す
。
診
断
方
法
や
、
治

療
法
が
こ
ん
な
に
進
ん
で
い
る
の
に
？
？
？
？
ど
こ
か
ガ
ン
研
究
が
間

違
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ガ
ン
の
死
亡
率
が
激
減
す
る
よ
う

な
方
法
は
、
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
わ
れ

わ
れ
の
免
疫
力
が
落
ち
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
次
回
は

少
し
で
も
免
疫
力
を
上
げ
、
ガ
ン
や
他
の
病
気
に
か
か
り
に
く
い
体
を

作
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
蓑
原 

弘
豊
） 

 
 
 
 
 
  

 


